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ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon®  
スケーラブル・プロセッサー・ファミリー

次世代のネットワーク最適化プロセッサーで 
高スループットと低レイテンシーを実現

製品概要

通信サービス・プロバイダー (CoSP) やその他のネットワーク事業者は、コスト効率と環境の持続可能性を最大化するために、消費電力を 
削減するという継続的なプレッシャーに直面しています。これらの要件を満たすための重要な戦略は、エッジからコア、そしてクラウドに分散
されたネットワーク機能に基づいて、ますます高度化するトラフィック処理を実装することでした。

第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーは、セキュリティーから AI までの機能に対応するために、業界をリード 
するコアあたりのパフォーマンスと電力効率、業界で最も幅広い内蔵アクセラレーターを搭載し、そのビジョンを推進します。高価な外部 
アクセラレーターを使用してカスタムシステムを構築する代わりに、ネットワーク事業者は、現在および将来のさまざまな導入のパフォー 
マンス・ニーズを満たす標準化されたスケーラブルなプラットフォーム上に新しいサービスを導入する近道を手に入れることができます。

ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー (N-SKU) は、広範囲に展開されているネットワーク 
および 5G ワークロード向けに設計されています。このプラットフォームは、低レイテンシー、高スループット、確定的なパフォーマンス、長い
サプライ寿命を備えたネットワーク機能とソリューションをサポートします。これらは、実行、メモリー、I/O にまたがる革新と進歩を組み 
込んだバランスのとれたプラットフォームからの高速パケットおよび信号処理を目的としています。N-SKU は、ネットワーク、サーバー、 
コンピューティングに最適化されたワークロード向けに複数の動作モードを提供し、CoSP がユースケース全体で柔軟性のある単一の 
サーバータイプを導入できるようにし、取得とロジスティクスを簡素化します。

ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ 
ファミリーは、パフォーマンス、エネルギー効率、および投資収益率 (ROI) の向上を促進し
ます。プロセッサー・アーキテクチャーには、業界最大の内蔵ハードウェア・アクセラレー 
ターが含まれており、幅広いネットワーク・アプリケーションを強化します。これらには、 
5G コアおよび仮想化無線アクセス・ネットワーク (vRAN)、セキュア・アクセス・サービス・ 
エッジ (SASE) の導入、コンテンツ配信ネットワーク (CDN)、IPSec トランスポート層 
セキュリティー (TLS)、および仮想ケーブルモデム終了システム (vCMTS) ワークロードが
含まれます。
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ネットワークモード

ハイパフォーマンス・ 
ネットワーク・ワークロード

サーバーモード

汎用サーバー  
(演算処理)

IT モード

IT ワークロードと 
バックオフィス・システム

ネットワーク・ワークロードに特化した設計
•	幅広いコア数と機能セットの高度な実行リソース。前世代と比較してコアあたりの 

パフォーマンスが向上し、業界で最も多くの内蔵アクセラレーターによって強化 
されています。

•	最大 4800MT/ 秒で動作する最大 8 チャネルの拡張メモリー・サブシステム。 
前世代のプラットフォームと比較してメモリー帯域幅と速度が 1.5 倍向上。

•	前世代のソケット当たり 64 レーンの PCIe 4.0 と比較して、ソケット当たり 
最大 80 レーンの PCIe 5.0 に基づく、より高速で大容量の I/O。

•	パスワードや暗号化キーなどのシークレットをプライベート・メモリー・ 
エンクレーブに分離するインテル® ソフトウェア・ガード・エクス 
テンションズ (インテル® SGX) に基づく機密コンピューティングに 
より、使用中に保護されるデータ。

インテル® スピード・セレクト・テクノロジー (インテル® SST) によって実現される複数の動作モードにより、オペレータは特定の要件セットに
合わせて実行をより適切に調整できます。ネットワーク・モードは、データプレーン、コントロール・プレーン、信号処理のワークロード向けに 
高いプロセッサー周波数を使用し、高スループットと低レイテンシーを実現するためにパフォーマンスを最適化しています。サーバーモード
は、汎用処理用の同じパワー・エンベロープで動作しながら、コア周波数を低減します。IT モードは、低レイテンシー要件の IT ワークロード
を対象としています。たとえば、オフピーク時には、IT モードのシステムは、運用およびビジネスサポートシステム (OSS/BSS) などのバック
オフィス機能を実行できます。

複数の動作モードを利用できることで、環境全体でのソフトウェアの再利用が強化され、ネットワーク事業者のプラットフォーム検証要件が
軽減されます。

ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーは、中コア数 (MCC) および極限コア数 (XCC) 
構成で出荷されます。MCC プロセッサは、165 〜 205 ワットでソケットあたり 24 〜 32 コアの範囲ですが、XCC プロセッサは 300 ワット
でソケットあたり 52 コアを提供します。 

MCC プロセッサーと XCC プロセッサーの両方に組み込まれたアクセラレーターは、データの移動や圧縮などのタスクを高速化して 
ネットワーキングを高速化し、クエリのスループットを高めて分析の応答性を高め、スケジューリングとキュー管理をオフロードして複数の 
コア間で負荷を動的に分散します。開発者がアクセラレーターのユーザビリティーを保証するため、インテルはアプリケーションから 
ドライバー、ライブラリー、API などの低レベルな要素まで、オープンソースおよび独自ソフトウェアの有効化によってエコシステムをサポート
しています。
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分散ネットワーク・ワークロード向けの内蔵ハードウェア・アクセラレーター
第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーは、CPU に直接組み込まれた前例のない一連のハードウェア・アクセラ 
レーターに基づく新しいパラダイムの到来を告げるものです。この進歩により、ネットワーク事業者は汎用システムでの実行をこれまで以上
に調整し、パフォーマンス、電力効率、セキュリティーを最適化できます。その機能により、CPU 使用率の効率化、サステナビリティーの向上、
消費電力の削減、ROI の向上が実現します。

インテル® データ・ストリーミング・ 
アクセラレーター (インテル® DSA) 

はストリーミング・データの移動 
および変換を最適化

インテル® クイックアシスト・ 
テクノロジー (インテル® QAT) は

暗号化と圧縮操作を高速化

インテル® ダイナミック・ロードバラン
サー (インテル® DLB) はネットワーク・
データ処理に関するパフォーマンスを

向上します

これらのアクセラレーターはプロセッサーに内蔵されているため、スループットの向上とレイテンシーの低減をネットワーク事業者が利用
でき、外部ハードウェアは必要ありません。このアーキテクチャーは、追加のデバイスに電力を供給したり、コアとアクセラレーター・ハード 
ウェア間で PCIe バスを介してデータを渡す必要がなくなるため、エネルギー効率の大幅な向上を実現します。 

さらに、汎用ハードウェア・リソースは、AI や機械学習モデルのトレーニングや分析の実行など、ピーク時以外の他の作業に適用できます。 
また、アクセラレーターがプロセッサー・コアに近接しているため、PCIe バスの伝送時間がなくなり、機密性の高いネットワーク・ワーク 
ロードのレイテンシーが向上します。

インテルは、内蔵アクセラレーターやその他の開発者向けのインテル® アーキテクチャー機能の実装を合理化するソフトウェア有効化に 
多額の投資を行っています。あらゆる種類と規模のソリューション・プロバイダーとの業界全体のコラボレーションにより、非常に有効な 
ソリューションを市場に投入できます。インテルは、人気のあるプロジェクトを最新インテル® アーキテクチャー向けに最適化するコードを 
オープンソース・コミュニティーに提供しています。 

インテル® ライブラリーと oneAPI ソフトウェア開発ツールは、CPU、GPU、FPGAs、その他のアクセラレーターを含むインテル® ハード 
ウェア・プラットフォームで実行可能なコードへのハードウェア最適化を実装します。ソフトウェア支援活動により、ソフトウェア・プロバイダー
が第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーをはじめとするインテル® プラットフォームの最新のアクセラレー 
ション機能を採用する際の障壁とコストが削減されます。

インテル® アドバンスト・マトリクス・エクステンション (インテル® AMX): ディープラーニングの高速化
マシンラーニングは、特に SASE の導入と vRAN において、ネットワーク・ワークロードをより効率的かつ効果的に調整するのに有効であ
ることが証明されています。インテル® AMX は、ディープラーニングのアルゴリズムの中心でテンソル形式の処理を高速化することで推論や
トレーニングのパフォーマンスを飛躍的に向上させる内蔵のハードウェア・アクセラレーターです。 

このテクノロジーには、従来のものより大きなかたまりのデータを格納するコアあたり最大 8 の拡張可能な 2D レジスター・タイルのセット
である TILE と、TILE の最初の演算子となる行列積の命令セットである TMUL (Tile Matrix Multiply) が含まれます。インテル® AMX は、
ディープラーニング・ソフトウェアが一定期間内により多くの推論を完了させたり、インサイトをより迅速にクローズインできるようにする 
ことで、価値実現までの時間を短縮します。

インテル® アドバンスト・ 
マトリクス・エクステンション  

(インテル® AMX) は 
ディープラーニングの推論 

およびトレーニングを高速化

インテル® アドバンスト・ 
ベクトル・エクステンション 512  

(インテル® AVX-512) は 
クロックサイクルあたりの 

データ処理量を最適化
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インテル® アドバンスト・ベクトル・エクステンション 512 (インテル® AVX-512): 最新の x86 ベクトル命令 
セット 
ベクトル化の高度化は、SASE や vRAN などのネットワーク・ワークロードを含め、多くのテクノロジー世代にわたって、より大きなデータ 
セットでの計算の高速化に貢献してきました。最新の x86 ベクトル命令セットであるインテル® AVX-512 は、前世代のベクトル処理能力を
ベースに構築されており、データ集約型のワークロードの処理を加速します。 

ネットワーク機能は、512 ビット・ベクトル内でクロックサイクル当たり 32 の倍精度および 64 の単精度浮動小数点演算をパックできます。
また、最も要求の厳しい計算ワークロード向けに、2 つの 512 ビット融合積和 (FMA) ユニットを備えた 8 つの 64 ビットおよび 16 の 32 
ビット整数をパックできます。このテクノロジーは、データレジスターの幅、レジスターの数、FMA ユニットの幅をインテル® アドバンスト・ 
ベクトル・エクステンション 2 (インテル® AVX2) と比較して 2 倍にします。

インテル® ダイナミック・ロードバランサー (インテル® DLB): コア間で最適化されたネットワークデータ処理
ネットワーク・トラフィック管理の高度化に伴い、多数のビデオ・ストリーミング接続を同時にサポートする CDN に代表されるように、 
パケット処理などの大規模なワークロードを多数のコアに分散する必要があります。インテル® DLB は、プロセッサー・コア全体でデータ 
処理を最適化することで、全体的なシステム・パフォーマンスを向上させます。アクセラレーターは、システム負荷の変化に応じて作業を 
動的に再配分し、別々のコアで同時に処理されるネットワーク・データ・パケットの順序を復元します。インテル® DLB はコアリソースの 
使用を最適化し、ノードあたりのトラフィック処理能力とシステム ROI を改善します。

www.intel.com/PerformanceIndex で最新のパフォーマンス・データを表示

インテル® データ・ストリーミング・アクセラレーター (インテル® DSA): ストリーミング・データ移動の強化
データの移動と変換操作は、CDN を含むストリーミング・ネットワーク・ワークロードのパフォーマンスにとって重要です。インテル® DSA は、
大規模な導入でオーバーヘッドを引き起こす最も一般的なデータ移動タスクをオフロードすることで、ストリーミングのパフォーマンスを 
向上させます。チェックサム、メモリーの比較、チェックポインティングなど、ほぼすべてのデータ移動処理を肩代わりすることで、インテルは、
メモリー、ストレージ、ネットワーキング・サブシステムのデータの出し入れに係るオーバーヘッドから CPU コアを開放します。インテル® DSA 
は、接続されたすべてのメモリー、ストレージ、ネットワーク・デバイス、さらに CPU、メモリー、キャッシュを跨いでストリーミング・データの処理
を最適化します。

インテル® クイックアシスト・テクノロジー (インテル® QAT): 暗号化と圧縮の高速化
暗号化とデータ圧縮に関連するオーバーヘッドを削減することは、SASE、CDN、5G UPF ワークロードなどのネットワーク・パフォーマンスの
向上に重要な役割を果たします。インテル® QAT は現在、第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーのハードウェア・ 
アクセラレーターとして組み込まれており、オンザフライでのデータの暗号化と復号化の高速化と、より効率的なデータ圧縮を可能にし 
ます。

この最新版のテクノロジーは、従来の各世代と比べ、暗号サイファー、セキュアハッシュ、パブリックキー暗号化、圧縮 / 展開のパフォー 
マンスを高速化します。インテル® QAT は、プロセッサー・コアからこれらのタスクをオフロードすることで、ほかの作業のためにリソースを 
使えるようにして、全体のスループットを増加させます。インテル® QAT は、いかなるインフラストラクチャーにおいても、また保存時、 
転送時、使用時のどの段階においても、重要なワークロード向けのパフォーマンスを犠牲にすることなくデータを保護するゼロトラスト・ 
セキュリティー戦略を支えます。

インテル® ネットワーク・ビルダーズを通じたエコシステムのサポート
インテル® ネットワーク・ビルダーズ・プログラムは、パートナーが革新的であり、進化するビジネス、テクノロジー、エンドユーザーの 
ニーズに効果的かつコスト効率よく適応できるよう支援します。このプログラムでは、特定分野の専門家による実践的なサポート、 
仮想テストおよび最適化ラボへのアクセス、トレーニング、ツール、その他のリソースなど、さまざまな技術的支援オプションを 
メンバーに提供します。
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ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリー

SKU§ プロセッサー・
コア

基本動作 
周波数  
(GHz)

オールコア
ターボ 
(GHz)

最大 
ターボ 
(GHz)

キャッシュ 
(MB)

TDP 
 (ワット)

最大スケーラ
ビリティー

DDR5  
メモリー 

速度

インテル® 
UPI 対応 
リンク数

デフォルトの 
インテル® DSA 

デバイス数

デフォルトの 
インテル® QAT 

デバイス数

デフォルトの 
インテル® DLB 

デバイス数

デフォルトの 
インテル® IAA 

デバイス数

インテル® SGX  
エンクレーブ容量 
(GB、プロセッサー

あたり)

長期間の 
可用性§

インテル®  
On Demand 

対応

インテル® Xeon® 
Platinum 
8470N  

プロセッサー

52 1.7 2.7 3.60 97.5 300 2S 4800 3 4 4 4 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Platinum 
8471N  

プロセッサー

52 1.8 2.80 3.60 97.5 300 1S 4800 0 4 4 4 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Gold 6438N  
プロセッサー

32 2.0 2.7 3.60 60 205 2S 4800 3 1 2 2 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Gold 6428N  
プロセッサー

32 1.8 2.5 3.8 60 185 2S 4000 3 1 2 2 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Gold 6421N  
プロセッサー

32 1.8 2.6 3.60 60 185 1S 4400 0 1 0 0 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Gold 5418N  
プロセッサー

24 1.8 2.6 3.8 45 165 2S 4000 3 1 2 2 0 128 ○ ○

インテル® Xeon® 
Gold 5411N  
プロセッサー

24 1.9 2.80 3.90 45 165 1S 4400 0 1 2 2 0 128 ○ ○

1 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N10] を参照してください。結果は状況によって変わります。
2 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N8] を参照してください。結果は状況によって変わります。
3 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N60] を参照してください。結果は状況によって変わります。
4 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N4] を参照してください。結果は異なる場合があります。
5 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N24] を参照してください。結果は状況によって変わります。
6 	 intel.com/processorclaims (英語): 第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーの [N10] を参照してください。結果は状況によって変わります。
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進化するネットワーク要件に対応するハードウェアの実現
業界をリードする内蔵ハードウェア・アクセラレーターのセットなど、バランスのとれたプラットフォーム全体の改善によってもたらされた 
高スループットと低レイテンシーにより、ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーは、 
ネットワーク事業者が要件の拡大に対応するのに役立ちます。このプラットフォームは、次のような主要なネットワークのユースケースに 
またがる価値を提供します。

•	SASE の実装では、SASE エッジ POP の導入やパブリック・クラウドでホストされる SASE 向けのネットワーク、暗号化、AI 処理機能の 
恩恵を受けることができます。

•	高密度 CDN は、ロード・バランシング、メディア・ストリーミング、暗号化のアクセラレーションなどのパフォーマンス強化により、ノード 
あたりより多くのセッションをサポートすることで、TCO を削減できます。

•	5G コア (UPF) の導入では、システム負荷の変化に応じて、複数の CPU コア間でネットワーク処理を効率的に分散することでシステム・ 
パフォーマンスを最適化し、システム効率を向上させることができます。前世代の第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・
ファミリーと比べて、最大 30% のスループット向上。²

•	5G vRAN の実装は、エネルギー効率の高い Massive MIMO パイプラインに分散ユニットと集中ユニットの最適化を提供し、運用コス
トの削減とサステナビリティーの向上を支援します。同じパワー・エンベロープで、前世代の第 3 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロ 
セッサー・ファミリーの最大 2 倍のスループットを実現します。⁶

ネットワーク最適化された第 4 世代インテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーがもたらすパフォーマンスと電力効率の向上
は、継続的なビジネス上のメリットを支えます。ノードあたりの大容量は機器の設備投資の削減に役立ち、ワットあたりの高性能は運用 
コストを削減し、企業のサステナビリティー目標の達成に役立ちます。このプラットフォームは、ますますデータ集約型化する未来における 
ネットワーク・イノベーションの基盤を提供します。
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